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京
都
。長
岡
京
跡

①

所
在
地
　
　
　
一　
一承
都
府
向
日
市
森
本
町
戊
亥
、
二
　
向
日
市
鶏
冠
井

町
小
深
田
、
三
　
向
日
市
鶏
冠
井
町
草
田

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
九
年

（平
１１
）
九
月
―
二
〇
〇
〇
年
三
月

一
一　
一
九
九
二
年

一
〇
月
１

一
一
月

〓
一　
一
九
九
九
年
四
月

発
掘
機
関
　
　
⑪
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
梅
本
康
広
、
二
　
國
下
多
美
樹
、
三
　
中
島
信
親

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡
、
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
年
１
七
九
四
年
）、
戊
亥
遺
跡

（
三
二
世

紀
―
一
四
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

二
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
度
に
長
岡
京
跡

で
新
た
に
木
簡
の
出
土
し
た
調

査
は
右
京

一
件

（右
京
第
六
人

八
次
調
査
）
で
、
長
岡
京
市
が

担
当
し
た

（次
項
）。
本
稿
は

一
九
九
九
年
度
調
査
地
で
現
在

遺
物
整
理
中
の
左
京
二
件
、　
一
九
九
二
年
度
調
査
で
本
年
試
料
洗
浄
中
に
発
見

さ
れ
た
左
京

一
件
の
報
告
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
向
日
市
が
担
当
し
た
。
な
お
、

一
九
九
九
年
度
の
二
件
の
調
査
は
、
木
簡
も
含
め
て
多
量
の
遺
物
が
未
整
理
の

た
め
、
中
間
報
告
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
た
い
。

一　
左
京
北

一
条
三
坊
二

・
〓
一町
　
東
院
跡

（左
京
第
四
三
五
次
調
査
）

京
都
市
と
向
国
市
の
市
境
を
は
さ
ん
だ
敷
地
に
、
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
京
都
市
側
を
⑪
古
代
学
協
会
が
、
向
日
市
側
を
働
向
日
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
長
岡
宮
内
裏
正
殿

に
匹
敵
す
る
大
型
建
物
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
随
伴
す
る
建
物
群
と
付
属
施
設
が

確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
平
安
宮
内
裏
と
酷
似
す
る
建
物
配
置
を
と
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
ま
た
、
「東
院
」
の
墨
書
土
器
や

「東
院
内
候
所
」
の
木
簡
を
は
じ

め
と
す
る
良
好
な
文
字
資
料
が
出
土
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
遺
跡
が
平
安
遷
都

ま
で
の
一
年
九
カ
月
の
あ
い
だ
、
桓
武
天
皇
の
仮
内
裏
と
な
っ
た
東
院
跡
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

東
院
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
正
殿
、
前
殿
を
中
心
に
左
右
対
称
形
の

「
コ
」
の
字
型
配
置
を
と
る
建
物
群
が
内
郭
を
形
成
し
、
周
囲
に
は

一
定
の
空

間
領
域
を
有
し
た
外
郭
施
設
が
備
わ
る
な
ど
の

「内
郭
構
造
」
を
と
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
向
日
市
が
担
当
し
た
調
査
地
は
西
外
郭
南
半
部
分
に
相
当

す
る
。
そ
の
内
部
空
間
は
、
①
礎
石
建
物
や
大
型
掘
立
柱
建
物
を
中
心
と
し
た

空
間
、
②
井
戸
を
備
え
た
雑
舎
群
で
構
成
さ
れ
る
空
間
、
③
川
跡
の
く
ぼ
み
を

利
用
し
て
流
路
な
ど
が
ひ
ろ
が
る
空
間
、
の
大
き
く
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

(京都西南部)



2000年出土の木簡

● 炭廃棄土坑 (「東院」の墨書土器集中)

▼ 木簡密集

長岡京左京第435次 (左 )。 第436次 (右)調査遺構平面図

木
簡
や
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
の
は
、
西
外
郭
の
南
西
側
に
あ
る
流
路
及
び

そ
の
周
辺
で
あ
る
。
流
路
の
改
修
過
程
で
は
、
大
量
の
炭
が
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、

中
に
は
ふ
い
ご
の
羽
日
、
炉
壁
な
ど
の
鍛
冶
関
連
遺
物
や

「東
院
」
と
墨
書
さ

れ
た
須
恵
器
も
含
ま
れ
て
い
る
。
流
路
の
廃
絶
段
階
で
は
、
土
器

。
木
製
品

。

瓦
な
ど
が
大
量
に
捨
て
ら
れ
、
木
簡
も
局
所
的
に

一
括
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。

本
調
査
地
か
ら
は
、
中
世
集
落
で
あ
る
成
亥
遺
跡
に
か
か
わ
る
遺
構

・
遺
物

も
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
主
な
遺
構
と
し
て
小
柱
穴
約

一
〇
〇
基
、
井
戸
三

基
、
土
竣
墓

一
基
な
ど
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
井
戸

一
基
か
ら
は
、
瓦
器
椀
を

は
じ
め
多
数
の
供
膳
具
類
と
と
も
に
、
呪
符
木
簡
（未
報
生ｅ
も
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
左
京
二
条
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点

（左
京
第
二
九
六
次
調
査
）

調
査
地
は
、
二
条
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点
南
西
部
の
左
京
第

一
六
二
次

調
査

（
『向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
二
七
、
本
誌
第
九
号
）
の
西
隣
接
地
に

相
当
す
る
。
調
査
で
は
、
二
条
大
路
南
側
溝
を
確
認
し
、
側
溝
の
付
け
替
え

（前
・
後
期
）
が
あ
る
こ
と
を
追
認
し
た

（第
一
六
二
次
調
査
時
は
旧
条
坊
呼
称
に

よ
り
二
条
条
間
大
路
南
側
溝
と
し
て
報
告
し
て
い
る
）。
前
期
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
九
六
五

〇
は
、
旧
河
道
を
改
修
し
た
も
の
で
、
し
が
ら
み
Ｓ
Ｘ
二
九
六
五
二
を
伴
う
。

後
期
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
九
六
五

一
は
、
前
期
側
溝
の
北
約
六
ｍ
に
位
置
す
る
東
西
溝

で
あ
る
。
幅
四

・
八
ｍ
深
さ
○

・
五
―
○

。
六
ｍ
。
南
肩
に
九
杭
に
よ
る
護
岸

施
設
を
伴
う
。
埋
土
は
三
層
で
、
上
層
が
粘
質
土
、
中

・
下
層
が
砂
―
砂
礫
で

あ
る
。
中

。
下
層
は
溝
機
能
時
の
堆
積
で
あ
る
。

長
岡
京
期
の
土
器
類

・
瓦
類

・
木
製
品

。
金
属
製
品

・
動
物
遺
存
体
な
ど
、



し
て
実
施
し
た
。

左
京
第
四
二
五
次
調
査
の
検
出
遺
構
は
、
三
条
条
間
北
小
路
北
側
溝
、
東
二

坊
坊
間
西
小
路
西
側
溝
、
土
坑

一
基
で
あ
る
。
三
条
条
間
北
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

四
二
五
〇

一
は
、
断
面
形
が
二
段
落
ち
状
の
幅
広
の
溝
と
し
て
確
認
し
た
。
規

模
は
幅
約
二

・
五
ｍ
深
さ
約
○

・
七
ｍ
で
あ
る
。
埋
土
は
上
層
の
暗
灰
褐
色
砂

粘
質
土
、
下
層
の
暗
灰
色
粘
質
土
の
二
層
に
区
分
で
き
、
下
層
か
ら
多
量
の
遺

物
が
出
土
し
た
。
埋
土
に
ブ
ロ
ツ
ク
状
の
灰
色
シ
ル
ト
、
黒
掲
色
有
機
質
土
な

ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
量
の
遺
物
と
と
も
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。
東
二
坊
坊
間
西
小
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
五
〇
二
と
の
交
差
点
部
分

の
状
況
は
、
と
も
に
路
面
を
横
断
す
る
井
桁
状
に
交
差
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

溝
の
規
模
か
ら
、
三
条
条
間
北
小
路
北
側
溝
は
左
京
域
の
基
幹
排
水
路
の
ひ
と

つ
と
し
て
掘
削
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
二
坊
坊
間
西
小
路
西
側
溝
は
、
幅

約
二

・
五
ｍ
深
さ
約
○

・
三
ｍ
の
規
模
で
あ
る
。
埋
土
は
、
上
層
が
暗
灰
―
暗

灰
褐
色
砂
混
じ
り
粘
質
土
、
下
層
が
灰
色
粗
砂
で
あ
る
。
上
層
は
三
条
条
問
北

小
路
北
側
溝
上
層
と
酷
似
す
る
。

削
暦
を
含
め
た
木
簡
は
、
三
条
条
間
北
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
五
〇

一
か
ら

二
四
九
点

命
つ
ち
削
暦
一
三
百
じ
、
東
二
坊
坊
間
西
小
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
五

〇
二
か
ら
三
点
、
両
溝
の
交
点
部
分
か
ら
三
点
で
あ
る
。
大
半
が
三
条
条
間
北

小
路
北
側
溝
の
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は
墨
書
土
器

令
主
厨
」
「厨
」

「学
生
」
「南
備
王
」
「勢
平
」
「讃
岐
国
」
「東
」
な
ど
）
。
土
師
器

・
須
恵
器

・
黒

色
土
器

・
線
刻
土
器

。
墨
書
人
面
土
器

・
焼
塩
壼

。
土
製
品

・
軒
平
瓦

。
平



2000年出上の木簡

瓦

・
丸
瓦

。
木
製
品

・
石
製
品

。
鉄
製
品

・
銭
貨

（高
年
通
賓

・
神
功
開
賓
▼

金
属
生
産
関
連
遺
物

（炉
壁
）
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
北

一
条
三
坊
二
町

・
三
町
東
院
跡

（左
京
第
四
一一五
次
調
査
）

宅
地
内
流
路
Ｓ
Ｄ
四
三
五
三
〇

ω
　
。
「始
天
應
元
年
八
月

。
「日
日
日
――
日
日
□

（題
鎖
軸
）　
　
　
　
　
　
（∞⇔ｙ
鶴
・貿
∞～

畠
〕

②
　
。
「内
蔵
北
二

蔵
外
出

。
「延
暦
二
年
正
月

（題
鎖
軸
）　
　
　
　
　
　
（こ
益
更
〓

ｏ驚

一

③
　
・
□
…
延
暦
十
二
年
正
月
十
六
日
□

　

【酔
酌
光

・

‥
・
　

　

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（伽
釦
十
μ『
伽
）
×
ヽ
Ｐ
×
卜
　
Φ
牌Φ

い
　
。
「東
院
内
候
所
収
帳

名
延
暦
十
三
年
正
月

一
日

（題
鉄
軸
）
　
　
（牌こ
溢
ｏ
粟
∞～

ａ
牌

［延
力
〕

□
暦
十
三
年
二
月

一
日
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
〓
�
ぎ

ｏ鐵

。
「　
　
　
　
未
申
酉
戊
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳

尚
侍
家
染
所
□
秦
浄
麻
呂
八
月
従

一
日
始
十

一
日
」

。
「
　
　
『別
当
石
川
朝
臣
仲
善
』
　
　
　
　
　
　
　
」

∞
Ｐ
∞
×
∞
∞
×
卜
　
Φ
Ｐ
Ｐ

一

141阻 |||||||||‖

(6)(5)

(2)~



(9)俗)(7)

。
「
。
寮
仕
丁
十
人

・
「
。０

倒
　
。
「
ｏ
寮
仕
丁
拾
人

「勅
旨
所

「勅
旨
所
□

×
□
長
『午
弓
』

大
和
廣
立
『弓
』

「道
河
内
万
呂

凡
鳥
万
呂
　
」

「
二
月
九
日
到
着
　
鵡
一Ｈ
塙
腰
成

（
房

ｅ

×

含
じ

×
ト

（
『
］
）
×
『
伽
×
い

（
い
⇔
Φ
）
×

（
∞
］
）
×
⇔
，
卸
　
Φ
∞
Ｐ

⇔
『
Ｘ

Ｇ

じ

×

押

”

ハ

主

鯰

公

成

猷

□

□

□

∞
］
］
×

∞
∞
×

６

｀
宿弐
比
秋

国
浄
成

□弓

□
麻
呂

人
政
所
　
一
人
縫
殿
　
一
人
油
衣
所
　
一
人
脳
頴
×

人
市
買
井
大
炊
米
請
　
一
人
薪
　
　
　
一二
人
口
×

五
月
十

一
日
大
主
鉛
大
×

（中〇
い
）
×
］『
×
∞
・い

以
融晰Ｈ
‐十一歌
隙帥
師
　
一人御
服所
　酷
臥油
衣」

〔作
力
〕

。
「
ｏ

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔盗
力
〕

五
月
十
三
日
大
主
□
大
蔵
真
成

」

（
】
∞
Φ
＋

牌
牌
『
）
×

（
］
卜
）
×
］
・
い

〓 LΦ
Ｐ
］

l191   119   11り     llCl   l151   110

〔線
力
〕

「
寮

…
□
所

〔爺
力
〕

大
主
□
×

「内
蔵□

内
蔵

蔵

（
Ｐ
Ｏ
⇔
）
×

（
Ｐ
］
）
×
∞

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
∞
μ

名
延
暦
十
二
年
」」　　　　『ω・伽）〈（∞）〉（∞　　〇∞Ｐ

名
日
□

「速
如
件

右
進
早

『
μ
×
卜
”
×
Ｐ
ｏ
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

速
如
件
」

（釘
孔
ニ
カ
所
あ
り
）

二
絶
大
□
□
□
□

名
□
□
□
□

　

　

（じ
溢
巽
８

自
Φ

3   3   毬



2000年 出土の木簡

。
□
　
　
秦
廣
道
　
　
　
　
　
　
」

。
　

『奏

合

□

煮

煮

斉
ヒ

・
　

　

　

□
□
□
武
一
日
□

×
□
童
　
田
邊
浄
海
武

。

文
千
依
武

日

回

一

μ
『
Φ
×

（
Ｐ
Φ
）
×
］
・
”
　
ｏ
ｏ
伽

（
‘

じ

×

６

じ

×
『
　
Φ
留

〔中
力
〕

。
「
〔向
参
己
阿
倍
野
□

大
廣
成

□
口
□
　
□
　
　
　
　
口
　
」

。
「ｌ

！

」

友
田
福
高
」

布
勢
弟
上

一

セ
購

(8)

20   951

∞
⇔
⇔
×

（
∞
い
）
×
伽

（
蔦

じ

×

∩
じ

×
い

（
Ｓ

Ｃ

×

含

～
）
×
］

´
告

鰤
ゑ
ｆ
附
膚
例
ｆ‐
泡

染



「未
苅
不

一
段
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦ泉
Ｐ凝
沼

Φ盟

〔従
力
〕

ω
は
題
箋
軸
。
天
応
元
年
は
、
桓
武
天
皇
が
平
城
宮
で
即
位
し
た
年
に
あ
た

る
。
②
は
平
城
宮
内
蔵
寮
、
北
列
二
番
目
の
蔵
の
蔵
出
帳
の
題
鎖
。
中
務
省
被

管
の
内
蔵
寮
は
天
皇
家
の
宝
物
を
保
管
し
、
供
御
の
品
物
を
調
進
し
た
。

①
は
日
下
に
解
と
み
え
る
文
書
の
断
簡
。
長
岡
京
期
の
木
簡
と
し
て
は
最
も

古
い
日
付
を
も
つ
。
日
付
は
遷
都
の
た
め
宇
太
村
を
視
察
し
た
翌
日
の
も
の
。

い
は
東
院
内
候
所
で
記
録
し
た
収
納
帳
の
題
鎖
軸
。
古
代
の
題
鎖
軸
で
最
大

の
題
幾
部
を
も
つ
。
内
候
所
は
内
裏
に
侍
る
官
司
の
た
め
内
裏
の
一
郭
に
設
置

さ
れ
た
。
廷
暦

一
三
年
正
月
に
東
院
が
天
皇
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
木
簡
で
あ
る
。

０
は
東
院
と
尚
侍
家
と
の
間
で
、
技
術
者
の
派
遣
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

尚
侍
は
内
侍
司
の
長
官
で
、
定
員
は
二
人
。
長
岡
京
期
後
半
の
尚
侍
の
一
人
は

右
大
臣
藤
原
継
縄
の
妻
、
従
三
位
百
済
王
明
信
で
あ
る
。
尚
侍
家
の
家
政
機
関

が
ど
こ
に
置
か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

０
は
上
端
に
記
し
、
下
方
に
広
い
空
白
部
が
あ
る
。
③
は
幅
広
の
材
で
下
端

を
二
次
的
に
切
断
す
る
。
勅
旨
所
は
、
延
暦
元
年
四
月
に
勅
旨
省
を
廃
止
し
た

後
、
長
岡
京
で
復
置
し
た
令
外
の
官
。
天
皇
家
の
財
産
管
理
に
携
わ
り
、
内
蔵

寮
の
職
掌
と
密
接
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

①
⑩
の
大
和

・
三
国

。
道

・
凡
の
ウ
ヂ
名
は
郡
領
層
出
身
の
衛
府
ト
ネ
リ
の

存
在
を
推
測
さ
せ
る
。
①
は
大
型
の
歴
名
札
。
騎
射
や
番
奏
な
ど
の
特
別
な
場

で
使
用
さ
れ
た
札
か
、
端
正
な
文
字
で
記
す
。
下
端
と
右
辺
の
み
原
形
。
現
存

部
分
で
三
段
、
二
行

盆
ハ名
分
相
当
）
が
残
る
。
他
に
⑩
の
よ
う
な
歴
名
札
が

⑬
　
。
「
＜
白
米
五
斗

□
□
」

「
＜
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
回
」

〔升
力
〕

「
＜
三
斗

五
回

〔三
残
力
〕

夜
見
物口
蜘□取

昌膏

己

∽
　
。
一
人
不
仕
□
□
　
口

・

＝

廿

ω

　

七
位

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
三
五
〇
〇
七

⑫
　
。
「
　

　

『太
』

延
暦
十
二
年
人
月
十
一

『太

太

太

□
』

〔
日
力
〕

一□

μ
ヽ
卜
×

（
］
ｏ
）
×
卜
　
ｏ
∞
］

（
⇔
∞
∞
）
×
μ
∞
×
卜
　
ｏ
∞
Φ

（
∞
９

×
ぐ
）
×
卜
　
ｏ
∞
四

〇
Φ
出

（題
箋
軸
）
　
　
　
（ΦΦ×
】
×
⇔
寓
口

６

じ

×

命

∪

×

∞
　

ｏ
露

・
「
　
　
『工下本』

「□
回
賜
五
□

×
□
回
×
帳

」



2000年出上の木簡

多
数
出
上
し
て
お
り
、
墨
書
土
器

「近
厨
」
（近
衛
厨
の
略
称
か
）
と
の
関
わ
り

が
注
目
さ
れ
る
。

⑪
は
内
蔵
寮
官
人

（大
主
銃
二
名
、
小
主
銃
二
名
、
長
上
三
名
）
の
着
到
札
。
官

職
と
名
の
み
が
記
さ
れ
、
氏
を
記
さ
な
い
。
完
形
品
で
先
端
を
加
工
し
て
尖
ら

せ
る
。
⑫
⑬
は
内
蔵
寮
の
大
主
盗
が
記
す
寮
内
各
組
織

へ
の
仕
丁
の
配
置
文
で

あ
る
。

年
月
日
を
記
す
木
簡
は
七
点
出
土
し
、
う
ち
四
点
が
題
鎖
軸
で
あ
る
。
木
簡

の
年
紀
は
、
平
城
京
で
製
作
さ
れ
長
岡
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
題
箋
軸
二
点

（ω

天
応
元
年

〈七
八
し
、
②
延
暦
二
年

〈七
八
一゙

）
を
除
く
と
、
延
暦

一
二
年
正
月

か
ら
同

一
三
年
正
月
ま
で
に
限
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
院
木
簡
の
製
作
年
代

は
、
東
院
が
臨
時
の
内
裏
で
あ

っ
た
時
期
と
合
致
し
て
い
る
。

一
一　
左
京
二
条
大
路

・
東
二
坊
大
路
交
差
点

（左
京
第
一
一九
六
次
調
査
）

〔酒
酒
力
〕

ω

　

口
□
□
□

Ｇ

ｅ

×

含

じ

ｘ

∞
　

ｏ
解

木
簡
は
試
料
用
に
採
取
し
た
し
が
ら
み
中
の
土
塊
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
板

目
材
。
上

・
下
端
折
れ
。
下
端
右
側
に
は
刃
物
調
整
痕
が
あ
り
、
先
端
を
尖
ら

せ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
右
辺
原
形
、
左
辺
割
れ
。
労
の

「酉
」
が
二
文
字

分
残
り
、
習
書
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
左
京
三
条
二
坊

一
町

（左
京
第
四
二
五
次
調
査
）

三
条
条
間
北
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
五
０
一

「南
院
　
□
□

ヨ
史
生
谷
津
×
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
じ
益

ｏ解

(4)

政
所
厩
日
回
　
料
陸
□

ｏ
　
　
　
　
日
回
　
　
　
　
　
　
（蚕
）Ｘ
じ
益

「公
文
所

ョ
勘
史
生
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ご
Ｘ
こ
溢
♭

「飛
騨
国
×

ヨ
勘
史
』
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜要
ｅ
ｗ
卜～

【訓
力
〕

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
□

×

飛
騨
荒
城
郡
工
病
井
参
人
壬
生
マ〔酢
万
、
ヵ
′肝

ヨ
史
生
谷
津
万
呂
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（践
受
伽彙
６

「厨
請
緩
一一升
八
合
　
同
国
　
洗
濯
雇
女
七
人
料
　
＝

＝
九
月
□
日
□
□
国
益
」

同

回

国

益

国

益

日
Ｈ

Ｈ

回

＝

＝

　

　

　

　

」

Φ
Ｐ
Φ

Ｏ
μ
Φ

∞
解

×
駕

×
∞
　
９

μ
　
　
２７
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零
体
丹
里
人
』
謂
飯
陸
升
各
式
升

廷
暦
八
年
七
月
十
四
日
勾
廣
床

陸
拾
枚
　
付
丈
部
継
万
呂
。
」

十

一
月
十
日
柿
本
得
成
　
ｏ
」

額
田
部
垣
守
　
　
大
伴
真
国

□
　
□

［日
日
日
日
日
―十
日
日
日
日
□

（裏
面
は
天
地
逆
）］］
釦
×
（∞∞
）
×
卜
　
Φ
｝
Ｐ

「
＜
七
月
十
八
日
進
内
米
員
汁
二
石
五
斗〔

十
人
力
〕

「
＜

『延
暦
六
年
』
『七
月
十
八
日
進
人
口
□
』

「
＜
白
米
伍
半
安
万
呂
」

「十
二
斤
十
二
両
＜
」

岳
田
王
」

甘
南
備

（
］
〇
伽
）
×
卜
∞
×
釦
　
⇔
∞
臣

（
］
〇
『
）
×

（
Ｎ
⇔
）
×
卜
　
ｏ
Ｐ
Φ

＜
」

＜
」

〕
『
解
×
Ｎ
『
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ

μ
Φ
ｏ
×

∞
ｏ
×

〕
　

ｏ
∞
や

解
卜
∞
×

卜
］
×

卜

の
　

ｏ
∞
］

（
⇔
∞
）
×

（
Ｐ
⇔
）
×

］

⇔
Ｐ
Φ

ａ

じ

×

命

じ

×

イ

い
　

ｏ
解

「小
縄
牛
勝

小
縄
牛
勝

「小
縄
牛
勝

「□
□
＜
」

こ
れ
ら
の
木
簡
の
釈
読
作
業
は
ま
だ
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
主

要
な
木
簡
を
選
ん
で
報
告
し
た
。
年
号
は
廷
暦
六

・
七

・
八
年
が
あ
る
。
木
簡

の
種
類
は
、
文
書
木
簡
が
最
も
多
く
、
貢
進
物
付
札
は
少
数
で
あ
る
。
文
書
木

簡
に
は
、
比
較
的
大
形
で
焼
損
し
て
い
る
断
簡
、
合
点
や
追
筆
に
よ
っ
て
作
業

の
過
程
が
知
ら
れ
る
も
の
、
穿
孔
し
た
木
簡
、
横
材
に
部
材
名
と
数
値
を
書
き

上
げ
た
記
録
簡
、
小
型
人
名
札
な
ど
が
あ
る
。
⑭
は
同
人
に
よ
る
追
筆
。

⑬
は
非
常
に
丁
寧
な
作
り
の
封
絨
木
簡
の
表
簡
。
羽
子
板
状
の
柄
部
に
紐
を

か
け
る
切
り
込
み
を
も
つ
。
裏
面

（封
絨
の
内
面
）
は
端
部
を
作
り
出
し
、
中

央
部
を
浅
い
Ｖ
字
状
に
調
整
す
る
。
現
状
は
上
半
が
二
次
的
に
切
断
さ
れ
、
文

字
も

一
部
が
削
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
群
の
性
格
は
周
辺
の
官
外
官
衛
町
出
土
木
簡
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
総
合
的
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一　
梅
本
康
広
、
二
　
國
下
多
美
樹
、
三
　
中
島
信
親
、
釈
文
　
清
水
み
き
）

（
〕
⇔
卜
）
×
牌
Φ
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
ち

υ

×

含
じ

×
〕

ｏ
解

（
∞
］
）
×
Ｐ
∞
×
ｏ
　
ｏ
Ｐ
Φ

Ｐ
頓
∞
×
〕
∞
×
｝
Ｐ
　
ｏ
卜
∞
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剛田岡

北京極大路

北一条条間南小路

北一条大路

一条条間北小路

一条粂間大路

一条条間南小路

一条大路

二条条間北小路

二条条間大路

二条条間南小路

二条大路

三条条間北小路

三条条間小路

三条条間南小路

三条大路

四条条間北小路

四条条間小路

四粂条間南小路

四条大路

五条条間北小路

五条条間小路

五条条間南小路

五条大路

六条条間北小路

六条条間小路

六条条間南小路

六条大路

七条条間北小路

七条条間小路

七条条間南小路

七条大路

人条条間北小路

人条条間小路

八条条間南小路

八条大路

九条条間北小路

九条条 FHRツト路

九条条間南小路
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長岡京跡木簡出土地点図




